
 

  

  

                数十年後もまた訪れたいと思う学校に 

校長  榊 朋子 

美しい山々や木々に囲まれた持松では、特にこの時期、新緑のすがすがしさを一

層感じられる心地よい季節となりました。 

本校は本年度で創立 146 周年を迎え、昨年度末までの卒業生数は 1137 名

となっています。 

先日、愛知県から帰省された卒業生の方々が二組来校されました。校舎に入ら

れると、「教室は木造で児童数は 200 名を超えていた」「45 分かけて歩いて登下

校していた」など、当時を懐かしむ言葉が次々とこぼれ、記憶が一気によみがえっ

たご様子でした。一緒に来られた方との会話も弾み、思い出話に花を咲かせておら

れました。 

また、もう一組の方は現在の校舎で学ばれたそうで、変わらぬ校舎を感慨深く眺

めておられました。本校正門からさらに急な坂道を上った先には旧持松中学校（旧

持松幼稚園）の旧校舎が残っており、そちらにも足を運ばれていました。 

学校教育の在り方は時代とともに変化してきましたが、愛校心や望郷の念は今

も変わらず人々の心に残り続けるものだと、改めて感じる一場面でした。卒業後 60

年以上が経った今でも訪れたいと思っていただけるほど、楽しく思い出深い小学校

生活を送られたのだろうと思います。卒業生の皆様のお顔を拝見しながら、本校で

の学びが人生をより豊かなものにしてくれたのではないかと想像しました。そして、

学校教育に携わる者として、学校の存在意義について改めて考えるよい機会にも

なりました。 

学校は学力を身に付ける場であると同時に、社会性を学び、人間性を育む集団

生活の場でもあります。朝の自主的な体力づくりや一輪車の練習、教職員と児童

が一体となって取り組む緑化や清掃活動、気持ちのよいあいさつ、集中して臨む学

習等、子供たちは日々多くのことを学んでいます。 

現在在籍している 7名の子供たちにも、本校で学んだことを誇りに思い、数十年

後にも「また訪れたい」と感じてもらえるような学校生活を送ってほしいと願っていま

す。そのためにも、これからも子供たち一人一人の心に寄り添いながら、学校教育の

充実に努めてまいります。 

霧島市立持松小学校 

努力貯金で３つの花をさかせよう！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

０１日（月）～９日（火）教育相談週間 

０２日（火)～８日（月）歯と口の健康週間 

１０日（水）～１１日（木）集団宿泊学習（５年）  

１２日（金）休養措置（５年） 

１５日（月）眼科検診 

１６日（火）プール開き 

１８日（木）耳鼻科検診（１・５年） 

 

５月９日（土）に保護者や地域の方と一緒

にマルチ張りや土作り、ポット詰めをしま

した。ご協力ありがとうございました。 

５月１１日（月）に１・２年生が、なす

やきゅうり、ゴーヤなどの野菜の

苗を植えました。 

５月８日（金）に、「こども１１０番の

家」の德永さんが来られ、不審者

避難訓練を行いました。 

ふれあい緑
化活動 野菜の苗を

植えたよ 不審者対応
訓練

お花ミュージ
アム

体力テスト

５月３日（日）の南日本新聞の若い目

に５年赤﨑陽菜さんの文章が掲載

されました。学級園のお花を摘んで

花瓶に生け、玄関に飾りました。 

暑い中、愛校作業ありがと

うございました。おかげさ

まで、気持ちよく水泳学習

ができそうです。また、木の

伐採等、環境整備に努めて

いただき心より感謝申し上

げます。 

体力テストをしました。よりよい記

録が出るよう、ソフトボール投げや

シャトルラン等の種目に精一杯と

取り組みました。 

AEAと ALTの外国語学習があり

ました。１年生は初めての学習でし

たが、メリッサ先生と楽しく学習し

ていました。 

１９日（金）命の教育の日 

２２日（月）牧園地区小中連携研修会 

       （牧園小、午前授業） 

２２日～２６日（金）心と体の健康週間 

２５日（木）しろやま号来校 

２６日（金）メディアコントロールデー 

２６日（金）～３０日（火）レッツ！もちまつっ子週間 

６月行事予定 
本校は昨年度のいじめの認知件数が０です

が、今年度も、日頃から教職員全員で子供の
様子をよく観察したり毎月アンケート等を実
施したりして、未然防止に努めます。 


